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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ａ ） 一 緒 に 結 合 さ れ て 個 々 の 分 子 篩 粒 子 よ り 大 き い 触 媒 粒 子 を 生 成 す る 分 子 篩 粒 子 を 含 有
す る 触 媒 粒 子 か ら 構 成 さ れ る 第 一 の 乾 燥 さ れ た 分 子 篩 触 媒 を 提 供 す る 工 程 、
ｂ ） 第 一 の 乾 燥 さ れ た 分 子 篩 触 媒 を 水 と 配 合 さ せ 、 水 － 触 媒 組 成 物 を 生 成 す る 工 程 で あ り
、 前 記 の 水 － 触 媒 組 成 物 は 、 第 一 の 乾 燥 さ れ た 分 子 篩 触 媒 中 に 初 め に 存 在 す る 以 外 の 他 の
分 子 篩 を 含 有 し な い 、 工 程 、
ｃ ） 水 － 触 媒 組 成 物 を 混 合 し て ス ラ リ ー を 生 成 す る 工 程 及 び
ｄ ） 前 記 ス ラ リ ー を 乾 燥 さ せ 、 第 二 の 乾 燥 さ せ た 分 子 篩 触 媒 の 粒 子 を 生 成 す る 工 程
を 含 む 、 触 媒 粒 子 を 生 成 す る た め に 、 乾 燥 さ れ た 分 子 篩 触 媒 を 再 生 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】

水 － 触 媒 組 成 物 が 、 ｃ ） に お い て 得 ら れ る ス ラ リ ー が 第 一 の 乾 燥 し た 分 子 篩 触 媒
に 含 有 す る 粒 子 よ り も 小 さ い 粒 子 を 含 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】

ｅ ） 前 記 の 第 二 の 乾 燥 さ れ た 分 子 篩 触 媒 の 粒 子 を か 焼 す る
工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】

第 一 の 乾 燥 さ れ た 分 子 篩 触 媒 の 粒 度 が 、 か 焼 後 、 そ の 粒 子 の 少 な く と も １ ０ 重 量 ％ が
２ ０ μ ｍ 以 下 の 平 均 粒 径 を 有 す る よ う な 粒 度 で あ る 、 請 求 項 又 は 請 求 項 に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ５ 】

第 一 の 乾 燥 さ れ た 分 子 篩 触 媒 が 、 ク レ ー 、 ク レ ー 種 組 成 物 及 び そ れ ら の 混 合 物 か ら 成
る 群 か ら 選 ば れ る 充 填 剤 を 含 有 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か １ 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
(ｉ )分 子 篩 、 バ イ ン ダ ー 及 び 水 を 含 有 す る 組 成 物 を 混 合 す る 工 程 、
(ｉ ｉ )そ の 組 成 物 を 乾 燥 し 、 一 緒 に 結 合 さ れ て 個 々 の 分 子 篩 粒 子 よ り 大 き い 触 媒 粒 子 を 生
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成 す る 分 子 篩 粒 子 を 含 有 す る 触 媒 粒 子 か ら 構 成 さ れ る 第 一 の 乾 燥 さ れ た 分 子 篩 触 媒 を 生 成
す る 工 程 、
(ｉ ｉ ｉ )工 程 (ｉ ｉ )に お い て 得 ら れ る 第 一 の 乾 燥 さ れ た 分 子 篩 を 、 １ 乃 至 の い ず
れ か １ 請 求 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 用 い る 工 程
を 含 む 、 望 ま し く な い 性 質 を 有 す る 分 子 篩 触 媒 粒 子 を 再 循 環 さ せ る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
触 媒 粒 子 が か 焼 に 付 さ れ た 後 に 、 ０ .７ 重 量 ％ ／ 時 間 以 下 の 、 好 ま し く は ０ .３ 重 量 ％ ／ 時
間 以 下 の 、 Ｅ Ｍ Ａ Ｒ Ｉ を 有 す る 触 媒 粒 子 を 含 有 す る 、 か 焼 さ れ た 分 子 篩 触 媒 組 成 物 。
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